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   Clinical and fundamental study of Guanabenz were performed in 20 hypertensive patients with renal 
failure, who were treated by maintenance hemodialysis treatment. The patients received 2 mg of Guanabenz 
orally, twice a day for 3 months or more. The clinical efficacy of good control was attained in 65%, and 
of fair control in 90%. On the other hand, the objective and subjective effects of Guanabenz were 
compared between short term (within one year long) hemodialysis patients and long term (over one year) 
patients. The overall clinical efficacy was higher in short term patients. The serum level of Guanabenz 
in hemodialysis patients showed a maximum value at 2--4 hours after administration. 
   As Guanabenz might not be removed so much by hemodialysis, the administration schedule and 
daily dosage were discussed. 
   There were no severe side effects arising from administration of Guanabenz. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1083-1089, 1988)
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は じ め に
Guanabenz(2.6-dichlorobenzylidcneamino
guanidincacetate)は新 し く開 発 され た 降圧 剤 で薬
理 学的 な 作用 機 序 は 交感 神 経 中 枢 α 受 容体 の 刺 激
作 用 が 主 で あ り,そ の 化 学 構 造 はclonidineや
guanethidineと類 似 し て い る.こ れ まで の 報 告 例
ではGuanabenzの降 圧作 用 は 緩 徐 で は あ る が確 実
な効果 が認 め られ て お り,副 作 用 も極め て軽微 で ある
とされ て い る1・2).また 同系 のclonidineに認 め られ
る よ うな耐 糖 能 の悪 化 の恐 れ も少 な い 薬 剤 と 考 え ら
れ てい る3).一方,高 血 圧 を合 併 す る慢 性 透 析患 者 の
riskは極 め て 高 く,治 療 面 に お い て は可 及 的 副作 用
の少な い薬 剤 が望 まれ る.以 上 の点 を考 慮 し今 回私 ど
もは慢性 透 析 患者 の高 血 圧 に対 して 安全 性 が 高 い と さ
れ てい るGuanabenzを 投 与 して 本剤 の 臨床 的 効 果
(降圧 効 果),安 全 性 な らび に 薬物 動 態 に 関 して検 討












方法は1回2mg1日2回 経 口投与す ることを原則
とした.なお併用薬の投与は原則として認めないが,






Guanabenzの除 去 率 な らび に血 中濃 度 の推 移 を 観 察
















Table2.対象症 例 一 覧 表
荒 慧 ・/・拗 ・w・w・w・w・ ・w・2W
降 改 安 有
圧 蕃 全 用




























































































































改 善 やや改蕃 不 変
3,概 括 安 全 度
(m=20)









Fig.1.主治 医 判 定結 果(1)
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投与前12週 後























































































F量g.7.血液 所 見 の 変化(ll)
12W
(p<0.Ol,p〈0.05).
3)血 液所 見 に対 す る影 響
Fig.6は血 清総 蛋 白量(T.P.),血清 アル ブ ミソ濃
度(Alb,),血中 尿素 窒 素(BUN),血 清 ク レア チ ニ ソ
値(Creat.)および血 中尿 酸 値(U.A.)を 本剤 投 与
前 ・後 に お いて 比 較 した もの で あ る.T.P,Alb.お








































































































































































































































前 ・後におけるFBSの 変化は軽度であ り耐糖能には
明らかな影響はないものと考えられる.繁田らも本剤



































1)慢性透 析 患 者20例 を 対 象 と して 降圧 剤Guana-





















3)繁 田 幸 男,辻 井 正,泉 寛 治,王 子 亘 由,田 村
雅 宥,寺 田 昭,吉 川 隆 一,大 角 誠 治=Guana・
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